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序私たちは、表記の主題のもとに、ひとシーズンの授業研究にうちこんできた。とくに目
新しい主題でも時好に役ずる題目でもないけれど、豊かな人間性と個性がにじむような学
力と人間の望ましい結合を確かに育てる要となる自由で主体的な子どもたちの追求＝追究
を毎日の授業でどう創るかは、発想と視点を新たにたえず問い直さねばならぬような主題
と思う。実さい、戦後４０年の教育界に、それはまず「教科の中の人間形成」として、つ
いで「授業の訓育的側面」として、昨今では「授業の中の人間･発達・教育の希薄」をい
かに克服して授業の中に人間を回復し発達を促進し教育を蘇生させるカコの問題として、た
えず新たに問われ、教育荒廃の状況の中でますます重要な問題となってきたように思う。
今年度は、昨年までの成果と問題をより具体的に深めるために、とくに１時限の授業に
●●
目を向け、昨年来「導入・展開・充実．まとめ」として位置づけた「充実」の段階が、授
業を子どもたちの集団的で個性的な、創造的で主体的な追求＝追究の過程たらしめ、こう
して学力と人間の望ましい結合（「豊かさ確かさ」）を達成する上に担っている意義と役
割を追究した。あえて「充実の場」を問うたのは、活動の集中と持続の体験、理解の統一
を追求する思考の深化、自分の学習の足あとと足場を時おりふり返りみる反省と自覚の問
題の重要性に想倒したからである。これは、子どもを不断に背のび前進させる授業観への
私たちの疑問でもありゆとりの問題でもある。今回、「既知と未知の間に」と副題した
のは、子どもの学習も学問と同じく既知と未知の織り成すドラマであり、学習が主体的集
団的な追求＝追究として成立し充実するときには、既知が増えた分だけ未知が減るのでな
く、既知とともに未知の知も際限なく深まるのであり、かかる学習体験こそが、例えば自
信と謙虚の望ましい結合を人に育くむ確かな道だからである。この研究自体が既知と未知
の間の模索であり、また子どもの授業の中でのその重要性を強調した「充実の場」の諸条
件も、私たち自身の授業研究の中でも当てはまることであると思えてくるのである。
最後に、かつて私たちの研究同人として、また学部からの助言者として、本校の研究の
企画推進にご尽力くださった方がたに対して、現同人一同の謝意を表し、かわらぬご支援
を乞い、また読者各位にはご理解あるご批判をお寄せくださるようお願い申し上げます。
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